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彗星だ　よ　り

　1927k彗星　この彗星は前號には1927　j彗星Sして紹介したスクェレル

ブ彗星のこεであるがこれに關して大分お話しfcいこミがある．最初の頃

は鯨程光度が大きかったε見えて方々で肥立に謹見せられナこ．しかも叢間

肉眼で認められたミいふのだから素晴らしいものである、ラプラタのマリ

スタニー一は昨年12月6日に猫立獲回したが12月17日には三つ書問太陽の北

6。回りの慮で見ナこ書いふし，ハンノーーバーのヴエルナー氏は12月16日の書

すぎに肉眼でi燭立に下見したミいふのである．A“iルゲドルフのグラフ氏に

よるS12月17日14．4時ミいふ頃に頭の明るい部分が25”あり核の直径が3tl．S

であったミいふから中心は可なり小さくノ・ツキりしたものであっナこらしい

爾ほ東西に二つの筋を引いてをり，尾も認められた．15．4時には地李線へ

來kが素敵に明るいも0）で，．尾は明らかにあり，そして全艦εしての光級

は一一1m．5であったεいふこミであろ・翌18日の14・7時には中心核は11”の

直径εなり，スペク5ルは連綾スペクトルを呈してみたεのこNSである．

日三時の15．0時には尾は3／4。程で，全艦の色は日中の月見る様に自かつナこ．

そして15．8時には尾は充分2．。5まで籏がつてみるこざが認められft　．sいふ

こSである．そんな課であったがこちらでは機會を失して誰も見るこSが

出來なかったのは大に残念である．

　この彗星の軌道のこεを前に一寸誌しナこが，何しろさの観測も皆不充分

なものが多くて，NSいふのは書問観測したものは他の星に比較するこε

が出來す只目盛環にのみ手頼るεいふ様な澤だからである．12月19，20，

21日の観測から自分は軌道を求めたが鯨り他の観測を充分に表はすεいふ

謬にゆかぬ．その後クロンメリン氏が計算しナこものは獲見回初から12月21

日までの観測を二分の範園でよく表はすξ銘うつてあるが即しもその檬に

も思はれないので同列にならべて見る．
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　爾ほこの彗星が1846年IVデヰコ彗星であらうミいふこSであるが，デヰ

コ彗星は75．7年ミいふ週期彗星であるから1921年の終り頃に出現すべき筈

であるのが今迄に登見せられなかつ江．尤もその週期は不確かであるし，

上に並べた軌道の要素も似てはみるが，似てみるのは軌道面丈でωもqも

三山に三ってるるのである．叉，1846年出現の際には只今εは歌況が必ず

しも一致しないのであるが此度程のさした明るいこミはなく6等位であっ

tc．まだ誰もデ呼コ彗星の擾齪の計算をしたものがないらしいので確かな

こミは言へないのである．

　シユワスマン彗星　1927　jこの彗星の軌道はその後クロンメリン氏によ

って計算されたεころによるミ次の通りである。
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　週期は16．35298年ミ出されて

みる．しかし他の人々の計算では

近日口占通過力弍1926釜昇1月，或Qま4

月で大分違ってみるのである．こ

の碁星は大攣光級が低くて回り長

く観測せられなかったが出來る丈

の材料から軌道を充分決定する必要があるEいふものである．

　この軌道要素はこの3月に三口鮎を通る筈のホルムス彗星ε相當似てみ

るので或はそうでないかεストロムグレン氏は疑がつてみる．しかしホル

ムス彗星0）週期は，7．333年εいふこεだからクロンメリン氏の算出したも

のSは大分なヒラキがあるEいふ課である．

　フイリポフ彗星　2月7日コペンハーゲン電報は新彗星フイリボブの獲

見を報じた．t月28日23時6．0分（萬國時）四維6h24m．9赤緯＋20016’の

位置に光級11等の彗星を三見すミいふのであったが2－3日たって取潰し

の電報に接した，………甚だ頼りない御紹介であるが，如上の事例は如何

ごも致しがたいのである．（1928224上田）


